
Ⅲ　男女がともに充実した生活をおくることができる環境づくり

２　育児期・介護期における環境の整備

１．子育て支援の充実

［１］　育児休業制度の促進

現状値（H19） 目標値（H24）

総務課
[人事]

①充実 ②継続 ● ③新規

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－

基本目標

推進方策

施策の方向

具体的施策

関連事業 担当課
数値目標

計画での方向

市職員の仕事と子育ての両立等につ
いての相談窓口での相談受付

事業の概要

　市職員の仕事と子育てについて相談を受ける窓口を設置し、仕事と子育ての両立ができるよう職員のサポートを行うもの。

平成２０年度実績

　総務課人事係で相談は受ける体制となっているが、「相談窓口」としての周知は行っていない。

決算額

―

実績値

―

進捗状況

2

事業に対する評価・課題等

　市職員が気軽に相談できる雰囲気作りを心掛けたい。

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか ―

性別による固定的な役割分担等が行われていないか ―

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか ―

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか ―

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか ―

平成２１年度予定

　相談窓口として職員に周知するか検討する。

予算額

―

目標値

―

平成２０年度実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

若干進んだと思う 若干、考慮されている

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない

該当しない
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Ⅲ　男女がともに充実した生活をおくることができる環境づくり

２　育児期・介護期における環境の整備

１．子育て支援の充実

［１］　育児休業制度の促進

現状値（H19） 目標値（H24）

総務課
[人事]

-
男性10％
女性100％

①充実 ● ②継続 ③新規

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－該当しない

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

若干進んだと思う 若干、考慮されている

平成２０年度実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

平成２１年度予定

  育児短時間勤務制度の周知を行うとともに、男性職員の育児休業取得を促進する。

予算額

―

目標値

2％、100％

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか 2

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか 2

性別による固定的な役割分担等が行われていないか 2

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか 2

事業に対する評価・課題等

　男性職員の取得が無いことが今後の検討課題

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか 1

　市職員が育児休業を取得しやすい職場環境を整えるとともに、男性職員の取得を促進していく。

平成２０年度実績

○平成20年度中に新たに育児休業が取得可能になった職員数と取得実績
　　　対象者 ： 男性37人、女性18人
　　　取得者数 ： 男性0人（0％）、女性18人（100％）

○育児短時間勤務取得者数 ： 女性1人

決算額

―

実績値

0％、100％

進捗状況

3

数値目標
計画での方向

市職員の育児休業等取得率の向上
（少子化・子育て支援）

事業の概要

基本目標

推進方策

施策の方向

具体的施策

関連事業 担当課
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Ⅲ　男女がともに充実した生活をおくることができる環境づくり

２　育児期・介護期における環境の整備

１．子育て支援の充実

［１］　育児休業制度の促進

現状値（H19） 目標値（H24）

商工観光課 ①充実 ②継続 ③新規 ●

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－

具体的施策

関連事業 担当課
数値目標

計画での方向

商工会議所、商工会を通じての事業
所等への啓発

基本目標

推進方策

施策の方向

事業の概要

　会議所、商工会等を通じて、事業所等への啓発を行う。

平成２０年度実績

　会議所・商工会会員を中心に啓発（総会等）

決算額

0千円

実績値

2回

進捗状況

2

事業に対する評価・課題等

　現在の中小企業を取り巻く状況は、非常に厳しく推進は難しい。

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか ―

性別による固定的な役割分担等が行われていないか ―

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか ―

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか ―

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか ―

平成２１年度予定

　会議所・商工会会員を中心に啓発（総会等）の継続。

予算額

0千円

目標値

2回

平成２０年度実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

若干進んだと思う 若干、考慮されている

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない

該当しない
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Ⅲ　男女がともに充実した生活をおくることができる環境づくり

２　育児期・介護期における環境の整備

１．子育て支援の充実

［２］　子ども看護休暇制度の啓発

現状値（H19） 目標値（H24）

総務課
[人事]

①充実 ②継続 ● ③新規

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－

基本目標

推進方策

施策の方向

具体的施策

関連事業 担当課
数値目標

計画での方向

子どもの看護休暇等の特別休暇の周
知と取得の促進

事業の概要

　「子の看護のための休暇」は、職員が負傷又は病気の小学校就学の始期に達するまでの子の看護を行う場合で、その勤務しな
いことが相当と認められるときを対象とする特別休暇で、1年に5日の範囲内で認められる。
　子どもの看護休暇等の子育てを支援する特別休暇制度の周知を行い、取得の促進を図る。

平成２０年度実績

　子の看護休暇取得　2人　3日

決算額

―

実績値

2人

進捗状況

2

事業に対する評価・課題等

　制度の周知を促進する必要がある。

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか ―

性別による固定的な役割分担等が行われていないか ―

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか ―

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか ―

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか ―

平成２１年度予定

　制度の周知を促進する。

予算額

―

目標値

―

平成２０年度実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

若干進んだと思う 若干、考慮されている

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない

該当しない
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Ⅲ　男女がともに充実した生活をおくることができる環境づくり

２　育児期・介護期における環境の整備

１．子育て支援の充実

［２］　子ども看護休暇制度の啓発

現状値（H19） 目標値（H24）

商工観光課 ①充実 ②継続 ③新規 ●

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－

基本目標

推進方策

施策の方向

具体的施策

関連事業 担当課
数値目標

計画での方向

商工会議所、商工会を通じての事業
所等への啓発

事業の概要

　会議所、商工会等を通じて、事業所等への啓発を行う。

平成２０年度実績

　会議所・商工会会員を中心に啓発（総会等）。

決算額

0千円

実績値

2回

進捗状況

2

事業に対する評価・課題等

　現在の中小企業を取り巻く状況は、非常に厳しく推進は難しい。

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか ―

性別による固定的な役割分担等が行われていないか ―

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか ―

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか ―

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか ―

平成２１年度予定

　会議所・商工会会員を中心に啓発（総会等）の継続。

予算額

0千円

目標値

2回

平成２０年度実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

若干進んだと思う 若干、考慮されている

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない

該当しない
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Ⅲ　男女がともに充実した生活をおくることができる環境づくり

２　育児期・介護期における環境の整備

１．子育て支援の充実

［３］　男性の育児休業取得に向けた意識啓発

現状値（H19） 目標値（H24）

福祉課
[子育て支援]

①充実 ②継続 ● ③新規

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－

基本目標

推進方策

施策の方向

具体的施策

関連事業 担当課
数値目標

計画での方向

『えひめの保育』等を通じた情報提供・
意識啓発

事業の概要

　「えひめの保育」や各種情報紙など、あらゆる機会や手段を活用し、男性の育児休業取得に向けた意識啓発を行う。

平成２０年度実績

　「えひめの保育」や各種情報紙などを保育所に配布している。

決算額

0千円

実績値

―

進捗状況

3

事業に対する評価・課題等

　なし

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか 3

性別による固定的な役割分担等が行われていないか 3

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか 3

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか 3

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか 3

平成２１年度予定

　前年度同様

予算額

0千円

目標値

―

平成２０年度実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

若干進んだと思う 若干、考慮されている

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない

該当しない
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Ⅲ　男女がともに充実した生活をおくることができる環境づくり

２　育児期・介護期における環境の整備

１．子育て支援の充実

［４］　育児支援サービスの利用促進

現状値（H19） 目標値（H24）

福祉課
[子育て支援]

①充実 ● ②継続 ③新規

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－

基本目標

推進方策

施策の方向

具体的施策

関連事業 担当課
数値目標

計画での方向

保育サービスネットワーク事業

事業の概要

　各種保育サービスや地域支援体制など支援サービスや制度について周知に努め、公的サービスの利用を促進する。

平成２０年度実績

　「宇和島市保育サービスネットワーク」としてホームページを開設しており、随時更新を行っている。

決算額

0千円

実績値

―

進捗状況

4

事業に対する評価・課題等

　保育所や子育て支援サービスの内容など多岐に渡って掲載しており、かなり充実していると思われる。

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか 4

性別による固定的な役割分担等が行われていないか 4

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか 4

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか 4

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか 4

平成２１年度予定

　前年と同様

予算額

0千円

目標値

―

平成２０年度実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

若干進んだと思う 若干、考慮されている

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない

該当しない
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Ⅲ　男女がともに充実した生活をおくることができる環境づくり

２　育児期・介護期における環境の整備

１．子育て支援の充実

［５］　保育サービス総合連絡調整会議の開催

現状値（H19） 目標値（H24）

福祉課
[子育て支援]

①充実 ②継続 ● ③新規

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－

基本目標

推進方策

施策の方向

具体的施策

関連事業 担当課
数値目標

計画での方向

保育サービス総合連絡調整会議の開
催

事業の概要

　様々な保育ニーズに対応したサービスを提供するため、保育サービス総合連絡調整会議を開催し、地域の保育施設や保育資源
を整理し、それらが効果的に活用できるよう調整を行う。

平成２０年度実績

　実績なし

決算額

0千円

実績値

0回

進捗状況

2

事業に対する評価・課題等

　特になし

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか ―

性別による固定的な役割分担等が行われていないか ―

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか ―

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか ―

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか ―

平成２１年度予定

　開催予定

予算額

0千円

目標値

1回

平成２０年度実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

若干進んだと思う 若干、考慮されている

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない

該当しない
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Ⅲ　男女がともに充実した生活をおくることができる環境づくり

２　育児期・介護期における環境の整備

１．子育て支援の充実

［６］　延長保育の充実

現状値（H19） 目標値（H24）

福祉課
[子育て支援]

6箇所 7箇所 ①充実 ● ②継続 ③新規

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－

基本目標

推進方策

施策の方向

具体的施策

関連事業 担当課
数値目標

計画での方向

延長保育の充実

事業の概要

　開園時間を超える保育ニーズに対応するため、延長保育を充実する。

平成２０年度実績

　6法人保育園で実施

決算額

36,055千円

実績値

6箇所

進捗状況

4

事業に対する評価・課題等

　開園時間を超える保育ニーズに対応するため、延長保育を充実した。

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか 4

性別による固定的な役割分担等が行われていないか 4

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか 4

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか 4

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか 4

平成２１年度予定

　前年と同様に実施する。

予算額

36,716千円

目標値

7箇所

平成２０年度実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

若干進んだと思う 若干、考慮されている

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない

該当しない
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Ⅲ　男女がともに充実した生活をおくることができる環境づくり

２　育児期・介護期における環境の整備

１．子育て支援の充実

［７］　休日保育の充実

現状値（H19） 目標値（H24）

福祉課
[子育て支援]

①充実 ②継続 ● ③新規

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－

基本目標

推進方策

施策の方向

具体的施策

関連事業 担当課
数値目標

計画での方向

休日保育の充実

事業の概要

　保護者の日曜・祝日の勤務などの理由によって保育ができない場合の対応を充実する。

平成２０年度実績

　1法人保育園において実施

決算額

630千円

実績値

1箇所

進捗状況

3

事業に対する評価・課題等

　利用実績が少なく、事業継続に問題あり。

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか 3

性別による固定的な役割分担等が行われていないか 3

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか 3

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか 3

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか 3

平成２１年度予定

　補助額を増額して実施

予算額

1,000千円

目標値

1箇所

平成２０年度実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

若干進んだと思う 若干、考慮されている

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない

該当しない
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Ⅲ　男女がともに充実した生活をおくることができる環境づくり

２　育児期・介護期における環境の整備

１．子育て支援の充実

［８］　特定保育の実施

現状値（H19） 目標値（H24）

福祉課
[子育て支援]

- 1箇所(H21) ①充実 ● ②継続 ③新規

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－

基本目標

推進方策

施策の方向

具体的施策

関連事業 担当課
数値目標

計画での方向

特定保育の実施

事業の概要

　就労形態等の多様化に伴い、家庭での保育が一時的に困難となる場合など、様々な保育ニーズに対応するため、週2・3回程度、
また午前か午後のみなどの柔軟な保育事業を実施する。

平成２０年度実績

　実績なし

決算額

0千円

実績値

0箇所

進捗状況

1

事業に対する評価・課題等

　特になし

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか ―

性別による固定的な役割分担等が行われていないか ―

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか ―

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか ―

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか ―

平成２１年度予定

　予定なし

予算額

0千円

目標値

―

平成２０年度実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

若干進んだと思う 若干、考慮されている

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない

該当しない
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Ⅲ　男女がともに充実した生活をおくることができる環境づくり

２　育児期・介護期における環境の整備

１．子育て支援の充実

［９］　病後児保育の充実（施設型）

現状値（H19） 目標値（H24）

福祉課
[子育て支援]

1箇所 2箇所(H21) ①充実 ● ②継続 ③新規

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－

基本目標

推進方策

施策の方向

具体的施策

関連事業 担当課
数値目標

計画での方向

病後児保育の充実（施設型）

事業の概要

　現在、実施されている病後児保育に対して支援を行い、保護者の就労などにより、病気回復期に家庭での保育が困難な乳幼児
の保育を充実する。

平成２０年度実績

　こおり小児科にて実施

決算額

8,480千円

実績値

1箇所

進捗状況

4

事業に対する評価・課題等

　保護者の就労などにより、病気回復期に家庭での保育が困難な乳幼児の保育に対応できた。

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか 3

性別による固定的な役割分担等が行われていないか 3

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか 3

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか 3

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか 3

平成２１年度予定

　前年と同様に実施

予算額

8,480千円

目標値

1箇所

平成２０年度実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

若干進んだと思う 若干、考慮されている

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない

該当しない
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Ⅲ　男女がともに充実した生活をおくることができる環境づくり

２　育児期・介護期における環境の整備

１．子育て支援の充実

［10］　子育て短期支援事業（ショートステイ）の充実

現状値（H19） 目標値（H24）

福祉課
[子育て支援]

①充実 ②継続 ● ③新規

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－

基本目標

推進方策

施策の方向

具体的施策

関連事業 担当課
数値目標

計画での方向

子育て短期支援事業（ショートステイ）
の充実

事業の概要

　関係機関と連携を取りながら、保護者の病気や仕事のため、子どもの養育が困難になった時に利用できる子育て短期支援事業
を充実する。

平成２０年度実績

　実績なし

決算額

0千円

実績値

―

進捗状況

1

事業に対する評価・課題等

　特になし

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか

性別による固定的な役割分担等が行われていないか

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか

平成２１年度予定

　なし

予算額

0千円

目標値

―

平成２０年度実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

若干進んだと思う 若干、考慮されている

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない

該当しない
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Ⅲ　男女がともに充実した生活をおくることができる環境づくり

２　育児期・介護期における環境の整備

１．子育て支援の充実

［11］　一時保育の充実

現状値（H19） 目標値（H24）

福祉課
[子育て支援]

6箇所 7箇所 ①充実 ● ②継続 ③新規

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－

基本目標

推進方策

施策の方向

具体的施策

関連事業 担当課
数値目標

計画での方向

一時保育の充実

事業の概要

　保護者の就労形態の多様化や疾病等の緊急時に対応するため、また、保護者の心理的・肉体的負担の解消を図るためにも、一
時保育を充実する。

平成２０年度実績

　法人6保育園にて実施

決算額

4,860千円

実績値

6箇所

進捗状況

3

事業に対する評価・課題等

　保護者の就労形態の多様化や疾病等の緊急時に対応できた。

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか 4

性別による固定的な役割分担等が行われていないか 3

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか 4

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか 4

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか 3

平成２１年度予定

　前年と同様に実施

予算額

6,750千円

目標値

6箇所

平成２０年度実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

若干進んだと思う 若干、考慮されている

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない

該当しない
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Ⅲ　男女がともに充実した生活をおくることができる環境づくり

２　育児期・介護期における環境の整備

１．子育て支援の充実

［12］　パソコンネットワークの構築

現状値（H19） 目標値（H24）

福祉課
[子育て支援]

①充実 ②継続 ● ③新規

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－

基本目標

推進方策

施策の方向

具体的施策

関連事業 担当課
数値目標

計画での方向

保育サービスネットワーク事業

事業の概要

　地域内における保育サービスに関するパソコンネットワークを構築し、病後児保育・一時保育・認可外保育施設などの空き状況の
情報を提供する。

平成２０年度実績

　「宇和島市保育サービスネットワーク」としてホームページを開設しており、保育所の空き状況の随時更新を行っ
ている。

決算額

0千円

実績値

―

進捗状況

3

事業に対する評価・課題等

　年齢や更新のタイミングにより正確な情報が伝わりにくい。

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか 3

性別による固定的な役割分担等が行われていないか 3

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか 3

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか 3

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか 3

平成２１年度予定

　前年と同様に実施

予算額

0千円

目標値

―

平成２０年度実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

若干進んだと思う 若干、考慮されている

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない

該当しない
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Ⅲ　男女がともに充実した生活をおくることができる環境づくり

２　育児期・介護期における環境の整備

１．子育て支援の充実

［13］　放課後子どもプランの充実

現状値（H19） 目標値（H24）

福祉課
[子育て支援]

7箇所 10箇所 ①充実 ● ②継続 ③新規

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－

基本目標

推進方策

施策の方向

具体的施策

関連事業 担当課
数値目標

計画での方向

学童保育の充実

事業の概要

　地域の実情にあわせて子育て支援を充実させるため、小学生の放課後の居場所を確保する放課後子どもプラン（放課後児童ク
ラブ）を充実する。（対象者1～3年生）

平成２０年度実績

　【放課後児童クラブの設置状況】
　公設公営　1クラブ　　公設民営　3クラブ　　民設民営　　5クラブ　を開設。　登録者数　合計 357人

決算額

22,707千円

実績値

9箇所

進捗状況

4

事業に対する評価・課題等

○利用者は年々増えているが、現在の9クラブで充分対応出来ている。
○国・県の補助基準額が下がっているため、各クラブとも運営に苦慮している。

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか 4

性別による固定的な役割分担等が行われていないか 4

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか 4

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか 4

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか 4

平成２１年度予定

放課後児童クラブを継続して設置する。
　公設公営　1クラブ　　公設民営　3クラブ　　民設民営　5クラブ　　計9クラブを開設。
　登録者数　　370人

予算額

23,275千円

目標値

9箇所

平成２０年度実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

若干進んだと思う 若干、考慮されている

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない

該当しない
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Ⅲ　男女がともに充実した生活をおくることができる環境づくり

２　育児期・介護期における環境の整備

１．子育て支援の充実

［13］　放課後子どもプランの充実

現状値（H19） 目標値（H24）

生涯学習課 4箇所 6箇所 ①充実 ● ②継続 ③新規

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－

基本目標

推進方策

施策の方向

具体的施策

関連事業 担当課
数値目標

計画での方向

放課後子ども教室推進事業

事業の概要

　放課後に小学校の余裕教室及び公民館を活用して、子どもたちの安全・安心な活動拠点（居場所）を設け、地域住民の参画を得
て、子どもたちとともに勉強やスポーツ・文化活動、地域住民との交流活動等に取り組むことにより、子どもたちが地域社会の中で、
心豊かで健やかに育まれる環境づくりを推進する。

平成２０年度実績

【三間小学校】　①実施日数 ： 83日　②参加児童 ： 14人/回　③内容 ： 学習支援、自由教室
【住吉小学校】　①実施日数 ： 63日　②参加児童 ： 6人/回　③内容 ： 学習支援、自由教室
【高光公民館】　①実施日数 ： 87日　②参加児童 ： 14人/回　③内容 ： 学習支援、スポーツ
【和霊公民館】　①実施日数 ： 7日　②参加児童 ： 18人/回　③内容 ： 自由遊び、中国語教室
【天神公民館】　①実施日数 ： 8日　②参加児童 ： 12人/回　③内容 ： 天体観測、料理教室
【鶴島公民館】　①実施日数 ： 38日　②参加児童 ： 14人/回　③内容 ： 俳句教室、陶芸教室

決算額

2,105千円

実績値

6箇所

進捗状況

4

事業に対する評価・課題等

　小学校2校分については、待機児童に対する放課後対策事業として一定の評価はできる。しかし、公民館などは貸し館の都合上
実施回数に限りがあり、共働き家庭の増加など学童保育の普及を求める保護者のニーズに対応できていない。

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか 4

性別による固定的な役割分担等が行われていないか 4

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか 5

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか 5

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか 4

平成２１年度予定

【三間小学校】　①実施予定日数 ： 185日
【住吉小学校】　①実施予定日数 ： 175日
【高光公民館】　①実施予定日数 ： 87日
【和霊公民館】　①実施予定日数 ： 10日
【天神公民館】　①実施予定日数 ： 15日
【鶴島公民館】　①実施予定日数 ： 35日

予算額

4,266千円

目標値

6箇所

ある程度、考慮されている

若干進んだと思う 若干、考慮されている

平成２０年度実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

該当しない

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない

ある程度進んでいる
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２　育児期・介護期における環境の整備

１．子育て支援の充実

［14］　地域子育て支援センター事業への支援充実　

現状値（H19） 目標値（H24）

福祉課
[子育て支援]

①充実 ②継続 ● ③新規

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－該当しない

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

若干進んだと思う 若干、考慮されている

平成２０年度実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

平成２１年度予定

　前年と同様に実施

予算額

7,996千円

目標値

1箇所

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか 4

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか 4

性別による固定的な役割分担等が行われていないか 4

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか 4

事業に対する評価・課題等

　充実して実施している。

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか 4

　休日開所型地域子育て支援センターを１箇所設置

決算額

7,996千円

実績値

1箇所

進捗状況

5

地域子育て支援センター事業

事業の概要

　現在行われている地域子育て支援センター事業に対して、連絡及び連携を図るための支援を充実する。また、休日開所型地域
子育て支援センターを設置し、保護者の育児相談、保育サービスの利用相談に対して、休日も対応できる体制を整備する。

平成２０年度実績

関連事業 担当課
数値目標

計画での方向

基本目標

推進方策

施策の方向

具体的施策
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Ⅲ　男女がともに充実した生活をおくることができる環境づくり

２　育児期・介護期における環境の整備

１．子育て支援の充実

［15］　つどいの広場事業の実施　

現状値（H19） 目標値（H24）

福祉課
[子育て支援]

- 2箇所(H21) ①充実 ②継続 ③新規 ●

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－該当しない

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

若干進んだと思う 若干、考慮されている

平成２０年度実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

平成２１年度予定

　前年と同様

予算額

37,936千円

目標値

5箇所

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか 4

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか 4

性別による固定的な役割分担等が行われていないか 4

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか 4

事業に対する評価・課題等

　充実して実施している。

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか 4

平成２０年度実績

　地域子育て支援拠点事業を5法人保育園で実施するとともに、他の保育所や公民館などでも出張開催している。

決算額

37,936千円

実績値

5箇所

進捗状況

4

計画での方向

つどいの広場事業

事業の概要

　主に乳幼児（0～3歳児）を持つ子育て中の親が、うち解けた雰囲気の中で気軽に集い交流できる場を提供する。また、子育ての
相談に応じる環境の提供を行う。

具体的施策

関連事業 担当課
数値目標

基本目標

推進方策

施策の方向
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Ⅲ　男女がともに充実した生活をおくることができる環境づくり

２　育児期・介護期における環境の整備

１．子育て支援の充実

［16］　ファミリー・サポート・センター事業の実施　

現状値（H19） 目標値（H24）

福祉課
[子育て支援]

- 1箇所(H21) ①充実 ②継続 ③新規 ●

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－該当しない

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

若干進んだと思う 若干、考慮されている

平成２０年度実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

平成２１年度予定

　平成22年度開設予定で準備を進める。

予算額

0千円

目標値

―

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか ―

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか ―

性別による固定的な役割分担等が行われていないか ―

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか ―

事業に対する評価・課題等

　―

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか ―

平成２０年度実績

　実績なし

決算額

0千円

実績値

0箇所

進捗状況

1

計画での方向

ファミリー・サポート・センター事業

事業の概要

　子育て中の保護者が、急な仕事や用事などにより子どもの世話ができないとき、一時的に地域住民が相互協力をしながら、子育
ての手助けを行う。

具体的施策

関連事業 担当課
数値目標

基本目標

推進方策

施策の方向
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２　育児期・介護期における環境の整備

１．子育て支援の充実

［17］　児童館設置の検討　

現状値（H19） 目標値（H24）

福祉課
[子育て支援]

- 1箇所 ①充実 ②継続 ③新規 ●

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－該当しない

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

若干進んだと思う 若干、考慮されている

平成２０年度実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

平成２１年度予定

　特になし

予算額

0千円

目標値

―

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか ―

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか ―

性別による固定的な役割分担等が行われていないか ―

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか ―

事業に対する評価・課題等

　―

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか ―

平成２０年度実績

　実績なし

決算額

0千円

実績値

0箇所

進捗状況

1

計画での方向

児童館設置の検討

事業の概要

　地域において健全な子どもを育成し、情報交換やふれあいの場を提供していくために、児童館の設置を検討する。

具体的施策

関連事業 担当課
数値目標

基本目標

推進方策

施策の方向
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２　育児期・介護期における環境の整備

１．子育て支援の充実

［18］　育児支援等各種の情報提供　

現状値（H19） 目標値（H24）

福祉課
[子育て支援]

①充実 ②継続 ● ③新規

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－該当しない

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

若干進んだと思う 若干、考慮されている

平成２０年度実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

平成２１年度予定

　前年と同様

予算額

0千円

目標値

―

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか 3

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか 3

性別による固定的な役割分担等が行われていないか 3

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか 3

事業に対する評価・課題等

　特になし

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか 3

平成２０年度実績

　市のホームページにより保育サービスネットワークについて、最新情報を発信している。

決算額

0千円

実績値

―

進捗状況

3

計画での方向

保育サービスネットワーク事業

事業の概要

　育児休業取得者、育児を行う就業者に対する育児支援等の、国・県の関係諸施策や各種制度の広報・情報提供に努め、関係団
体と連携して啓発に努める。

具体的施策

関連事業 担当課
数値目標

基本目標

推進方策

施策の方向
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２　育児期・介護期における環境の整備

１．子育て支援の充実

［19］　乳幼児・児童を持つ家庭への各種手当・医療費の助成　

現状値（H19） 目標値（H24）

福祉課
[子育て支援]

①充実 ②継続 ● ③新規

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－該当しない

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

若干進んだと思う 若干、考慮されている

平成２０年度実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

平成２１年度予定

　国、県の施策に基づき、実施していく。

予算額

746,657千円

目標値

―

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか ―

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか ―

性別による固定的な役割分担等が行われていないか ―

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか ―

事業に対する評価・課題等

　国、県の施策に基づき、実施していく。

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか ―

平成２０年度実績

○児童手当の支給　　590,570千円
○乳幼児医療費の負担　　127,622千円

決算額

718,192千円

実績値

左記参照

進捗状況

5

計画での方向

乳幼児医療費助成・児童手当

事業の概要

　児童手当をはじめとする各種手当の支給や医療費の助成を行い、乳幼児・児童を養育している家庭の福祉の増進を図る。

具体的施策

関連事業 担当課
数値目標

基本目標

推進方策

施策の方向
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２　育児期・介護期における環境の整備

１．子育て支援の充実

［20］　ひとり親家庭への各種手当・医療費の助成　

現状値（H19） 目標値（H24）

福祉課
[子育て支援]

①充実 ②継続 ● ③新規

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－該当しない

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

若干進んだと思う 若干、考慮されている

平成２０年度実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

平成２１年度予定

　国、県の施策に基づき、実施していく。

予算額

502,606千円

目標値

―

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか ―

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか ―

性別による固定的な役割分担等が行われていないか ―

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか ―

事業に対する評価・課題等

　国、県の施策に基づき、実施していくが、年々増大している。

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか ―

平成２０年度実績

○児童扶養手当の支給　　418,496千円
○母子医療費の負担　　　　77,175千円

決算額

495,671千円

実績値

左記参照

進捗状況

5

計画での方向

母子家庭医療費助成・児童扶養手当

事業の概要

　児童扶養手当をはじめとする各種手当の支給や医療費の助成を行い、母子家庭等の福祉の増進を図る。

具体的施策

関連事業 担当課
数値目標

基本目標

推進方策

施策の方向
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２　育児期・介護期における環境の整備

１．子育て支援の充実

［21］　ひとり親家庭への相談・支援活動の充実　

現状値（H19） 目標値（H24）

福祉課
[子育て支援]

①充実 ②継続 ● ③新規

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－該当しない

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

若干進んだと思う 若干、考慮されている

平成２０年度実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

平成２１年度予定

　前年度と同様

予算額

0千円

目標値

50人

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか 3

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか 3

性別による固定的な役割分担等が行われていないか 3

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか 3

事業に対する評価・課題等

　母子家庭が増えており、毎年相談件数も増えている。

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか 3

平成２０年度実績

　1名の母子自立支援員を配置し、母子家庭よりの相談を受けたり、小口資金や福祉資金の貸付けなど支援活動
を実施している。

決算額

0千円

実績値

47人

進捗状況

4

計画での方向

家庭・児童相談室（相談員３人）

事業の概要

　ひとり親家庭に対して、民生児童委員、主任児童委員等との連携を図りながら、生活一般及び自立生活に必要な相談・支援活動
を充実させていく。

具体的施策

関連事業 担当課
数値目標

基本目標

推進方策

施策の方向
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２　育児期・介護期における環境の整備

１．子育て支援の充実

［22］　ひとり親家庭への就労支援　

現状値（H19） 目標値（H24）

福祉課
[子育て支援]

①充実 ②継続 ● ③新規

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－該当しない

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

若干進んだと思う 若干、考慮されている

平成２０年度実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

平成２１年度予定

　前年度と同様

予算額

1,436千円

目標値

3人

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか ―

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか ―

性別による固定的な役割分担等が行われていないか ―

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか ―

事業に対する評価・課題等

　国の施策が頻繁に変更になるため、対応に苦慮している。

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか ―

平成２０年度実績

　自立を目指す母子家庭に対して、資格を取得するための教育訓練費の支給や高等技能訓練等促進費の支給事
業を実施している。

決算額

0千円

実績値

0人

進捗状況

2

計画での方向

母子自立支援事業

事業の概要

　ひとり親家庭の社会的、経済的自立を推進していくために、国や県と連携を取りながら推進する。

具体的施策

関連事業 担当課
数値目標

基本目標

推進方策

施策の方向
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Ⅲ　男女がともに充実した生活をおくることができる環境づくり

２　育児期・介護期における環境の整備

１．子育て支援の充実

［23］　子育て意識の啓発　

現状値（H19） 目標値（H24）

福祉課
[子育て支援]

①充実 ②継続 ● ③新規

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－該当しない

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

若干進んだと思う 若干、考慮されている

平成２０年度実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

平成２１年度予定

　前年度と同様

予算額

0千円

目標値

―

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか 3

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか 3

性別による固定的な役割分担等が行われていないか 3

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか 3

事業に対する評価・課題等

　特になし

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか 3

平成２０年度実績

　市のホームページにより保育サービスネットワークについて、最新情報を発信したり、市の広報で啓発している。

決算額

0千円

実績値

―

進捗状況

2

計画での方向

子育て支援広報啓発事業

事業の概要

　思春期から生命の尊さや親となる喜びを学ぶ機会の充実を図り、子育てに喜びを感じる社会づくりに努める。また、結婚や子ども
を生み育てることの意義や、社会全体で子育てを支える必要性などについて、広く市民の意識を高めるため、各種の啓発活動を推
進する。

具体的施策

関連事業 担当課
数値目標

基本目標

推進方策

施策の方向
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Ⅲ　男女がともに充実した生活をおくることができる環境づくり

２　育児期・介護期における環境の整備

１．子育て支援の充実

［23］　子育て意識の啓発　

現状値（H19） 目標値（H24）

学校教育課 20.5% 100% ①充実 ● ②継続 ③新規

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－該当しない

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

若干進んだと思う 若干、考慮されている

平成２０年度実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

平成２１年度予定

○広報活動の充実を図る。
○男女混合の名簿作成。
○子育てで問題を抱える保護者同士が対話できる場を持ち、解決に導く。

予算額

―

目標値

100%

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか 4

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか 3

性別による固定的な役割分担等が行われていないか 4

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか 3

事業に対する評価・課題等

○一定の成果はあがっているが、家庭・地域との連携を強化する必要がある。
○校区別人権同和教育懇談では、父親・母親・子どもがエイズについて学び、偏見をなくし正しい予防について学ぶことができた。
○保護者が集まり、子どもの教育に関する相談事や悩みについて話し合うことだできたことにより、不安や心配が解消できた。

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか 4

平成２０年度実績

○小学校64％、中学校86％。
○助産師の講話で男女交際・性的接触による感染症・生命誕生・避妊・人工妊娠中絶等について熱心に学習する
　 ことができた。
○道徳・学活その他の授業で男女の平等・生命尊重・家族愛などを指導した。
○保護者対象に子育て教室を開催し、学校教育での指導方法・教育での在り方の説明後、子育てをするうえでの
　 共通の悩み相談事について対話を行った。

決算額

－

実績値

68%

進捗状況

4

計画での方向

健康衛生推進事業（事業を実施してい
る小中学校割合）

事業の概要

○教科学習だけにとどまらず教育活動全般にわたり自他の生命尊重を基盤とした指導を継続。
○性に関する講和。
○道徳・理科で行う飼育活動。

具体的施策

関連事業 担当課
数値目標

基本目標

推進方策

施策の方向
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Ⅲ　男女がともに充実した生活をおくることができる環境づくり

２　育児期・介護期における環境の整備

１．子育て支援の充実

［24］　子育てを支援する環境整備　

現状値（H19） 目標値（H24）

建設課 20% 21% ①充実 ②継続 ● ③新規

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－該当しない

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

若干進んだと思う 若干、考慮されている

平成２０年度実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

平成２１年度予定

　歩行者にとって危険な箇所については、その都度対応し、補修を行う予定である。計画路線としては市立宇和島
病院周辺、駅前通りから裁判所までの歩道整備を行う予定である。

予算額

10,000千円

目標値

3路線

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか ―

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか ―

性別による固定的な役割分担等が行われていないか ―

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか ―

事業に対する評価・課題等

　近年の財政状況においては、市内の補修箇所の増加により予算確保が困難になっている。しかし、交通弱者に対して最優先の
道作りを行っていかなければならないと考えている。

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか ―

平成２０年度実績

　特に事業として実施してはいないが、市民からの要望により、歩行者に危険な箇所を優先して補修を行ってい
る。

決算額

0千円

実績値

20%

進捗状況

2

計画での方向

歩道の切下げ及び点字ブロックの設
置等

事業の概要

　交差点及び横断歩道の車道と歩道の段差をなくし、歩行者にやさしい道作りをするもの。

具体的施策

関連事業 担当課
数値目標

基本目標

推進方策

施策の方向
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Ⅲ　男女がともに充実した生活をおくることができる環境づくり

２　育児期・介護期における環境の整備

１．子育て支援の充実

［24］　子育てを支援する環境整備　

現状値（H19） 目標値（H24）

都市整備課 ①充実 ②継続 ③新規 ●

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－該当しない

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

若干進んだと思う 若干、考慮されている

平成２０年度実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

平成２１年度予定

　丸山球場改修事業が完了予定。

予算額

700,000千円

目標値

公園１箇所

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか 4

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか ―

性別による固定的な役割分担等が行われていないか ―

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか 4

事業に対する評価・課題等

　丸山球場改修事業は平成21年度末の完成予定で施工中であり、陸上競技場等の丸山公園第2期整備区域の広い範囲で、移動
等円滑化が達成できる。
　ただし小規模公園を含めた既存施設の改修計画は未策定であることから、財政措置を含めた今後の対応が必要となる。

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか 2

平成２０年度実績

　バリアフリーを設計に反映させた丸山球場改修工事に着手。

決算額

―

実績値

―

進捗状況

2

計画での方向

都市公園における移動等円滑化への
対応

事業の概要

　出入口の段差解消やスロープの設置等により、高齢者や障害者、ベビーカーを含む子供連れの人などに優しい公園造りを目指
すもの。

具体的施策

関連事業 担当課
数値目標

基本目標

推進方策

施策の方向
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Ⅲ　男女がともに充実した生活をおくることができる環境づくり

２　育児期・介護期における環境の整備

１．子育て支援の充実

［24］　子育てを支援する環境整備　

現状値（H19） 目標値（H24）

建築住宅課 41戸 4556戸 ①充実 ● ②継続 ③新規

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－該当しない

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

若干進んだと思う 若干、考慮されている

平成２０年度実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

平成２１年度予定

　なし

予算額

―

目標値

―

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか ―

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか ―

性別による固定的な役割分担等が行われていないか ―

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか ―

事業に対する評価・課題等

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか ―

平成２０年度実績

　なし（19年度中に全56戸改修済み）

　　※進捗状況に合わせて平成24年度の目標値を修正

決算額

―

実績値

目標値達成済

進捗状況

―

計画での方向

公営住宅整備事業（バリアフリー型公
営住宅数の拡大）

事業の概要

　少子高齢社会に対応するため、公営住宅等整備事業により、公営住宅のバリアフリー化を推進する。

具体的施策

関連事業 担当課
数値目標

基本目標

推進方策

施策の方向
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Ⅲ　男女がともに充実した生活をおくることができる環境づくり

２　育児期・介護期における環境の整備

１．子育て支援の充実

［25］　地域交流の推進　

現状値（H19） 目標値（H24）

福祉課
[子育て支援]

①充実 ②継続 ● ③新規

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－該当しない

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

若干進んだと思う 若干、考慮されている

平成２０年度実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

平成２１年度予定

　前年と同様に実施

予算額

1,961千円

目標値

12箇所

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか 3

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか 3

性別による固定的な役割分担等が行われていないか 3

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか 3

事業に対する評価・課題等

　世代間の交流を促進することができた。

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか 3

平成２０年度実績

　公立7園、法人5園で実施

決算額

1,681千円

実績値

12箇所

進捗状況

3

計画での方向

保育所地域交流事業

事業の概要

　様々な世代間の交流や中高生による体験学習、郷土芸能の伝承活動、保育所・幼稚園・小学校・中学校の連携など、地域・学
校・家庭での交流を促進する。

具体的施策

関連事業 担当課
数値目標

基本目標

推進方策

施策の方向
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Ⅲ　男女がともに充実した生活をおくることができる環境づくり

２　育児期・介護期における環境の整備

１．子育て支援の充実

［25］　地域交流の推進　

現状値（H19） 目標値（H24）

教育総務課 ①充実 ②継続 ● ③新規

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－該当しない

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

若干進んだと思う 若干、考慮されている

平成２０年度実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

平成２１年度予定

○公民館との子育て支援活動の交流促進。
○幼・小交流や老人クラブ等地域の人々と様々な形で連携を深め、交流を促進していく。
○地方祭への参加、祖父母交流参観日の実施、幼・小関連教育の推進など。
○高齢者の方、地域の方、保・幼・小などのつながりに積極的にかかわりをもっていく。
○中・高生の職場体験学習の受け入れや近くの幼稚園・隣接する小学校との交流学習、祖父母・未就園児との交
　 流等を継続して実施する。

予算額

―

目標値

100%

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか 5

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか 5

性別による固定的な役割分担等が行われていないか 5

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか 5

事業に対する評価・課題等

○園内ではできないいろいろな体験をすることができ、活動の場が広がった。
○地方祭・もちつきは、家庭の協力なくしては実施できない。幼児数の減少が課題である。
○中学生との交流は幼児に刺激となった。また、幼・小連携が、自然な形で取れつつある。
○園のことを様々な方に知ってもらうとともに、これからも地域のなかで育つ子どもたちであることを大切に考えた。
○様々な世代との交流を通して、優しくしてもらったり、幼児自身が相手の役に立つ経験をすることができる。
○幼稚園の取り組みを保護者にも知らせていくことが大切である。
○いろいろな人々とのふれ合いや体験活動が、人とかかわる楽しさに気づくなど幼児の成長・発達に役立っている。

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか 4

平成２０年度実績

○公民館や地域に出かけての交流活動、小学校･中学校・高等学校との連携や様々な交流活動を行った。
○地方祭への参加、祖父母交流参観日、中学生の職場体験学習、幼・小関連教育の推進などを実施した。
○親子で地域の方に料理を教わったり一緒に遊んだりして交流を深めた。
○中・高生の職場体験学習の受け入れや近くの幼稚園・隣接する小学校との交流学習、祖父母・未就園児との
　 交流等を実施した。
○小学校・老人クラブとの交流や公民館活動への参加など様々な交流を行った。

決算額

―

実績値

100%

進捗状況

4

計画での方向

幼稚園における地域交流

事業の概要

　様々な世代間の交流や中高生による体験学習、郷土芸能の伝承活動、保育園・幼稚園・小学校・中学校の連携など、地域・学
校・家庭での交流を促進する。

具体的施策

関連事業 担当課
数値目標

基本目標

推進方策

施策の方向
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Ⅲ　男女がともに充実した生活をおくることができる環境づくり

２　育児期・介護期における環境の整備

１．子育て支援の充実

［25］　地域交流の推進　

現状値（H19） 目標値（H24）

学校教育課 86.4% 100% ①充実 ● ②継続 ③新規

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－該当しない

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

若干進んだと思う 若干、考慮されている

平成２０年度実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

平成２１年度予定

○放課後子ども教室の実施。
○ボランティア活動・地域の会合への参加促進。
○行事の企画・運営に協力していただき、地域・学校・家庭の交流をより深められるように努める。

予算額

―

目標値

100%

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか 5

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか ―

性別による固定的な役割分担等が行われていないか 5

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか 5

事業に対する評価・課題等

○放課後子ども教室の取り組みについてスムーズに行われ、事業としての目的が達成できた。
○地域活動の中から生徒たちの良い点を引き出すことができた。
○三世代の仕事の分担で協力し合うことが大切であることが分かりあえた。

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか 5

平成２０年度実績

決算額

―

実績値

○小学校92％、中学校100％。
○老人クラブとペタンク大会の実施。
○校区内でのボランティア活動。
○父親の力強い姿や母親のやさしく接してもらえる姿に触れ、男女の役割について体験できた。
○放課後子ども教室事業の受入。

94%

進捗状況

5

計画での方向

豊かな人間性育成推進事業（事業を
実施している小中学校割合）

事業の概要

○ボランティア活動で地域の中で清掃活動を行う。
○祭りのお御輿を担いだりして伝統行事に参加する。
○三世代交流の充実（しめ縄づくり・人権フェスタ・校内もちつき大会・見守り隊の結成等）。

具体的施策

関連事業 担当課
数値目標

基本目標

推進方策

施策の方向
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Ⅲ　男女がともに充実した生活をおくることができる環境づくり

２　育児期・介護期における環境の整備

１．子育て支援の充実

［25］　地域交流の推進　

現状値（H19） 目標値（H24）

生涯学習課 ①充実 ②継続 ● ③新規

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－該当しない

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

若干進んだと思う 若干、考慮されている

平成２０年度実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

平成２１年度予定

【公民館講座】
　実施回数 ： 121回
　時間  ： 250時間
　内容  ： 交通安全教室、詩吟、しめ縄作り、昔の遊び（老人クラブと小学生）、竹とんぼ作り、太鼓教室、陶芸、
　　　　　　郷土料理教室、郷土史学級、盆踊り、三世代交流料理教室等

予算額

633千円

目標値

―

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか 4

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか 4

性別による固定的な役割分担等が行われていないか 4

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか 4

事業に対する評価・課題等

　限られた予算の中で、さまざまな学級講座や体験学習が実施できたことは評価できる。しかし、実施していない公民館もあるた
め、全地域で実施できるよう努力が必要である。

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか 3

平成２０年度実績

【公民館講座】
　実施回数 ： 138回
　時間  ： 259時間
　参加者数 ： 3,130人（男1,224人、女1,906人）
　内容  ： 郷土民謡講座、昔の遊び（老人クラブと小学生）、光る泥だんご作り、親子で作る竹とんぼ、親子料理
             教室、しめ縄作り、三世代交流（もちつき、稲刈り）、ふるさと探検、郷土史学級、手話教室、盆踊り、
             郷土芸能学級等

決算額

634千円

実績値

―

進捗状況

4

計画での方向

地域交流推進事業

事業の概要

　世代間交流や郷土芸能の伝承に係る学級講座及びさまざまな体験学習等を推進し、地域や学校、家庭での交流を促進する。

具体的施策

関連事業 担当課
数値目標

基本目標

推進方策

施策の方向

176



Ⅲ　男女がともに充実した生活をおくることができる環境づくり

２　育児期・介護期における環境の整備

２．介護支援の充実

［１］　介護休業制度の促進　

現状値（H19） 目標値（H24）

総務課
[人事]

①充実 ②継続 ● ③新規

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－

具体的施策

関連事業 担当課
数値目標

計画での方向

休業・休暇制度の周知、環境整備

基本目標

推進方策

施策の方向

事業の概要

　職員が家族を介護しなければならなくなった場合には、肉体的、精神的に職業生活と介護の二重の負担がかかることとなり、離
職に至ることとになりかねない。介護休暇は、このような事態を回避するため、一定期間の休暇（無給）を認めることにより職員の離
職を回避するもの。
　取得可能期間：2週間以上6か月以下

平成２０年度実績

　2人（父母1人、子1人）

決算額

―

実績値

2人

進捗状況

4

事業に対する評価・課題等

　平成14年度から取得可能期間が3か月から6か月に改正され、介護状態が長期に継続する場合に対応できることとなった。

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか ―

性別による固定的な役割分担等が行われていないか ―

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか ―

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか ―

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか ―

平成２１年度予定

  ―

予算額

―

目標値

―

平成２０年度実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

若干進んだと思う 若干、考慮されている

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない

該当しない
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Ⅲ　男女がともに充実した生活をおくることができる環境づくり

２　育児期・介護期における環境の整備

２．介護支援の充実

［１］　介護休業制度の促進　

現状値（H19） 目標値（H24）

商工観光課 ①充実 ②継続 ③新規 ●

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－該当しない

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

若干進んだと思う 若干、考慮されている

平成２０年度実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

平成２１年度予定

　会議所・商工会会員を中心に啓発（総会等）の継続。

予算額

0千円

目標値

2回

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか ―

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか ―

性別による固定的な役割分担等が行われていないか ―

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか ―

事業に対する評価・課題等

　現在の中小企業を取り巻く状況は、非常に厳しく推進は難しい。

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか ―

平成２０年度実績

　会議所・商工会会員を中心に啓発（総会等）

決算額

0千円

実績値

2回

進捗状況

2

計画での方向

商工会議所、商工会を通じての事業
所等への啓発

事業の概要

　会議所、商工会等を通じて、事業所等への啓発を行う。

具体的施策

関連事業 担当課
数値目標

基本目標

推進方策

施策の方向
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Ⅲ　男女がともに充実した生活をおくることができる環境づくり

２　育児期・介護期における環境の整備

２．介護支援の充実

［３］　介護支援サービスの利用促進　

現状値（H19） 目標値（H24）

高齢者福祉課 ①充実 ②継続 ● ③新規

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－該当しない

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

若干進んだと思う 若干、考慮されている

平成２０年度実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

平成２１年度予定

○愛媛県の委託を受けて認知症地域支援体制構築等推進事業（県モデル事業・・・新規事業2,998千円）に取り組
む。
○高齢者地域見守りネットワーク、通称『だんだんネット』稼動。
○地域ケアネットワーク会議をはじめ各部会・連絡会を定期的に開催。

予算額

―

目標値

―

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか ―

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか ―

性別による固定的な役割分担等が行われていないか ―

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか ―

事業に対する評価・課題等

　平成19年度に地域包括支援センターを立ち上げ、地域ケアネットワーク会議を中心に各部会・連絡会を定期的に開催する事に
よって各関係機関との連携もとりやすくなり、関係機関からの参加も多く、順調にネットワークができつつある。それに加えて、新しく
地域見守りネットワーク・認知症対策に取り組む準備もできた。

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか ―

平成２０年度実績

　地域ケアネットワーク会議を中心とし、関係機関との連携体制づくりを行い、各部会・連絡会を定期的に開催し
ネットワークづくりの強化を図った。また、高齢者地域見守りネットワーク・認知症対策のワーキング会議を立ち上
げ、21年度から本格的に稼動させるため、準備を行った。
　　地域ケアネットワーク会議・・・3回
　　　　 介護支援専門員部会・・・7回
　　　　 訪問介護事業所連絡会・・・6回
　　　　 訪問看護事業所連絡会・・・5回
　　　 　通所介護・通所リハビリテーション事業所連絡会・・・4回
　　　 　グループホーム連絡会・・・4回
　　地域見守りネットワークワーキング会議・・・7回
　　認知症対策ワーキング会議・・・3回

決算額

―

実績値

左記参照

進捗状況

4

計画での方向

高齢者支援推進体制の整備

事業の概要

　高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らせるよう、行政だけではなく、様々な関係機関と連携して、支援体制を整備する。

具体的施策

関連事業 担当課
数値目標

基本目標

推進方策

施策の方向
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Ⅲ　男女がともに充実した生活をおくることができる環境づくり

２　育児期・介護期における環境の整備

２．介護支援の充実

［４］　介護支援の充実　

現状値（H19） 目標値（H24）

高齢者福祉課 ①充実 ②継続 ● ③新規

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－

事業の概要

　居宅において要介護4以上の高齢者を介護している家族に対し、介護用品を支給することにより、経済的負担の軽減を図るととも
に、要介護高齢者の在宅生活の継続及び向上を図る

平成２０年度実績

　利用者数 ： 137名

　支給件数 ： 929件

　支給費総額 ： 5,326,365円

決算額

5,327千円

基本目標

推進方策

施策の方向

具体的施策

関連事業 担当課
数値目標

計画での方向

家族介護支援事業（介護用品支給事
業）

実績値

左記参照

進捗状況

3

事業に対する評価・課題等

　ケアマネージャーや民生委員等に対して業務説明を行ったためある程度の周知は図られたが、市全体として更なる周知を行って
いきたい。

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか ―

性別による固定的な役割分担等が行われていないか ―

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか ―

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか ―

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか ―

平成２１年度予定

　利用者数 ： 180名

　支給件数 ： 1,300件

　支給費総額 ： 6,000,000円

予算額

6,000千円

目標値

―

平成２０年度実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

若干進んだと思う 若干、考慮されている

該当しない

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない
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Ⅲ　男女がともに充実した生活をおくることができる環境づくり

２　育児期・介護期における環境の整備

２．介護支援の充実

［４］　介護支援の充実　

現状値（H19） 目標値（H24）

高齢者福祉課 ①充実 ②継続 ● ③新規

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－

具体的施策

関連事業 担当課
数値目標

計画での方向

在宅老人等介護手当事業

基本目標

推進方策

施策の方向

事業の概要

　居宅において要介護3以上の寝たきり及び重度認知症の高齢者を介護している家族に対し、介護手当を支給することにより、経
済的負担の軽減を図るとともに、要介護高齢者の在宅生活の継続及び向上を図る

平成２０年度実績

　利用者数 ： 189名

　支給月数 ： 1,398ヶ月

　支給費総額 ： 6,990,000円

決算額

6,990千円

実績値

左記参照

進捗状況

3

事業に対する評価・課題等

　ケアマネージャーや民生委員等に対して業務説明を行ったためある程度の周知は図られたが、市全体として更なる周知を行って
いきたい。

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか ―

性別による固定的な役割分担等が行われていないか ―

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか ―

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか ―

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか ―

平成２１年度予定

　利用者数 ： 200名

　支給月数 ： 1,500ヶ月

　支給費総額 ： 7,500,000円

予算額

7,500千円

目標値

― 

平成２０年度実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

若干進んだと思う 若干、考慮されている

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない

該当しない
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Ⅲ　男女がともに充実した生活をおくることができる環境づくり

２　育児期・介護期における環境の整備

２．介護支援の充実

［４］　介護支援の充実　

現状値（H19） 目標値（H24）

高齢者福祉課 ①充実 ②継続 ● ③新規

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－該当しない

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

若干進んだと思う 若干、考慮されている

平成２０年度実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

平成２１年度予定

　利用者数 ： 200名

　配食件数 ： 20,000件

　支給費総額 ： 5,400,000円（委託料のみ)

予算額

5,400千円

目標値

― 

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか ― 

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか ― 

性別による固定的な役割分担等が行われていないか ― 

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか ― 

事業に対する評価・課題等

　食事の提供が週に1回（昼食）のみであったため、十分な事業効果が得られていなかった。H21年度から週3回を上限に利用回数
を増やし、利用者の安否確認を行うことに重点を置いている。

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか ― 

平成２０年度実績

　利用者数 ： 236名

　配食件数 ： 8,216件

　支給費総額 ： 5,356,300円（委託料、食材費等を含む)

決算額

5,357千円

実績値

左記参照

進捗状況

3

計画での方向

地域自立生活支援事業（栄養改善配
食事業（週１回配食、安否確認））

事業の概要

　居宅において食事の調理等が困難な65歳以上の独居高齢者等に対し、配食サービスを行うことにより栄養状態の改善と健康の
増進を図るとともに、利用者の安否確認を行う。

具体的施策

関連事業 担当課
数値目標

基本目標

推進方策

施策の方向
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